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はじめに

 包括的な生物学上の知見から少なくとも 3

種が区別される日本産ベニクラゲ Turritopsis 

spp.は, 分類学的取り扱いはまだ決着がつけ
られていない (Miglietta et al., 2007; 久保田, 

2007). 南日本に分布する 2種の小型のベニク
ラゲ類は, 未成熟でも成熟しても生活史を逆
転させて有性世代のクラゲから無性世代のポ
リプへもどれることが知られている (Kubota, 

2005; 久保田, 2005, 2008). この若返りは繰り

返し可能なので不死の多細胞動物としてよく
知られるようになった (久保田, 2005; Kubota, 

2005). この機構としては, 本来は分裂不能とさ
れる細胞の分化転換によるものが効いている
と推定されているが, 詳細は不明なままであ
る (Piraino et al., 1996). このような生活史の逆
転が何度可能なのかについては, テロメアが
関与している可能性の指摘はなされているも
のの  (久保田, 2006), 具体的にはその回数すら
確かめられていないし, 実態の証明もまだな
い. 若返り回数としては, これまでは最多でわ
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(要約)

　生活史を逆転できるベニクラゲ Turritopsis sp. (ヒドロ虫綱, 花クラゲ目) が四度の若返りを短期間でお
こした世界記録を報告する. 2009年 5月に沖縄県泊港で採取した若いクラゲから若返ったポリプを, 和
歌山県白浜町の実験所水槽を流れる自然海水で容器ごと水流で回転させながらアルテミア幼生を餌とし
24–30℃で 4ヶ月間飼育した. 成長したポリプから遊離したばかりのクラゲが, ほぼ一ヶ月間の間隔で若
返りを三度おこし, 若返りの四度の世界記録を達成できた.

*連絡先 (Corresponding author): shkubota＠medusanpolyp.mbox.media.kyoto-u.ac.jp
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ずか二度が確認されている (Kubota, 2005) だ
けだが, この低い回数は, 一度若返ったポリプ
からクラゲを遊離させるのがたいへん困難な
ためである  (久保田, 2005). 今回, 主として自
然海水の流水を用いて, 若返ったポリプが付
着した容器を回転飼育することで, 四度の若
返りをごく短期間で確認でき, この現象の世
界記録を達成したので報告する.

材料と方法

　2009年 5月 15日に沖縄県泊港で簡易プラ

ンクトンネットを岸壁から曳いて未成熟クラ
ゲを採取した. この個体は採取のダメージに
よりすぐに退化し始めたので, 室温で止水飼
育したところ, 2日後に走根を伸ばしポリプに
若返った. その後は和歌山県白浜町に所在す
る京都大学瀬戸臨海実験所で自然海水 (水温
は最高で 30˚C, 大半は 27–29˚C) を用い, アル
テミア幼生を餌とした流水中で飼育し, 若返
りの回数を自然に近い状況で重ねさせた. 

図 1.  四度目の若返りをおこした, あるいはおこしつつある沖縄産のベニクラゲ Turritopsis 
sp. (最下のポリプにおいて中央部の退化したクラゲ体の左側に伸張した 1本の走根の
長さは 0.45 mm;  2009年 9月 28日撮影:) と遊離したての未成熟クラゲ

Fig. 1.  Turritopsis sp. from Okinawa Island, Japan, rejuvanated or rejuvanating four times (in the 
lowest polyp specimen, the left stolon from the central degenerated medusa body is 0.45 mm 
in length:  photographed on September 28, 2009), and a newly released immature medusa.
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記　　録

　沖縄産の傘径 1 mm程度の未成熟個体は, ネ
ット曳き時にダメージを受け, 現場海水を満
たした 60 ccポリスチレン容器の底に静置して
おいたところ, 室温 24–27˚Cで 2日目に 11本
の触手をもつ 1個虫からなる 2.5 mmの走根を
伸ばしたポリプに若返った.

　5月 22日から 27–29˚Cの自然海水の流水で
容器ごと回転させながら飼育したところ, こ
れより約 1ヶ月後に, 36個虫からなる群体へ
の成長時に初めてクラゲ芽を形成した (2009

年 6月 25日). クラゲ芽を形成したのはわずか
3個虫のみであったが, いずれも複数のクラゲ
芽を形成した. それらから未成熟クラゲ (傘径
0.70–0.75 mm, 8触手を有する) が遊離し始め
たのは, 飼育後 43日目であった (2009年 7月
1日).

　これらのうちのいくつものクラゲが若返り
をすぐにおこし, 22˚Cでの飼育下で数日以内
に, 初回の若返りのようなポリプとなった. こ
のポリプはさらに成長でき, 数百個虫からの
群体となった.

　このポリプから未成熟クラゲが遊離し始め
るのが, 初回と同様に約一ヶ月  (26日間) かか
った (2009年 8月 7日遊離開始). それらのク
ラゲのうちの最も若返りを早くおこしたもの
は, 再びにポリプにもどり, 8本ずつの触手を
もつ 2個虫と 8.2 mmの走根を伸ばしたポリプ
となり, 世界最多記録の三度目の若返りをお
こした.

　この後, 約一ヶ月後に, 成長したポリプ群体
から未成熟クラゲが 9月 24日から遊離し始め, 

9月 25日までに遊離した数十個体のうちの数
個体が, 遊離後数日後の 9月 28日に四度目の
若返りをおこした (図 1). その後もこのポリプ
は成長を継続中である*.

　なお, 2009年 6月 30日に遊離した 1個体の

未成熟クラゲは, 傘径 1.3 mmで 16触手を有す
る時に, 雌の成熟クラゲとなったので, この群
体は雌であるといえる.

* 2009年 11月 6日からクラゲが避難しはじめ
たが水温が 20˚Cに低下し, クラゲ芽の形成は
少数にとどまり, やがて吸収・消失した.
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